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スグリゾウムシＣα”物ｏｐ錫硲 ｒ＝Ｐｓｅ“のｃ”の化物硲Ｊｂ疏硲ｃＺの閑 Ｒｏｅｌｏｆｓは，これまでのところ，日本

においては４倍体単為生殖種族のみが知られ，まれに５倍体の存在が確認されている（Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉ，
１９８２）。１９７８年の夏， 竹内は数頭の４倍体のスグリゾウムシ雌の産卵直後の卵を３℃の低温恒温器

に入れ， 再び取り出して室温に放置してから染色体を調べ， ３倍体の雁が生ずることを知った

（Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉ，１９８０）。 そこで竹内は， ２倍体， ３倍体， ４倍体ならびに， ５倍体の単為生殖種族の

ほか， ２倍体の両性生殖種族をもつハイイロヒョウタンゾウムシの各種族を採集して， 一連の低温

処理実験を行い， 単為生殖種族は２倍体両性生殖種族から生ずることをはじめ， 各倍数体種族の進

化の過程を解明した （Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉ，１９８０）。
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材料及び方法

　

本研究には，１１個体の４倍体のスグリゾウムシ Ｃ錫産後ｏｐ錫凝 「＝Ｐｓｅ“のｃ”の後物閑Ｊｂ帆硲じ如云閑

Ｒｏｅｌｏｆｓの単為生殖種族の雌を用いた．

　

本種は， 産卵期間中継続的に多数の卵を産卵すること， 生態学的にも細胞学的にも十分な研究が

なされていることから， 本研究に最も適している材料と思われる．

　

実験期間中， 各個体はそれぞれ別々のシャーレに入れ毎日新鮮なヤマヨモギＡγね伽禽如 り“省αγ声

Ｌ．ｖａｒり“怨所無Ｚ粥αＢｅｓｓの葉を与えて飼育した．

　

はじめに， 各個体が４倍体 （４ｘ＝４４） であることを知るために Ａｃｅｔｏｇｅｎｔｉａｎｖｉｏｌｅｔによる卵

の押し潰しプレパラートを作成し， 初期暦の体細胞分裂像を観察することによって確認した上で研

究を行った．

　

次に，産卵直後（卵齢１時間以内）の卵を収集し，それらを直ちに３ｏＣに保った低温恒温器（Ｓａｎｙｏ

ＭＩＲ－１５０）の中で，１２時間の低温処理を行った． 処理後は直ちに室温に戻し， 卵はプレパラート作

成までの間， 常にシャーレ内の湿らせた滝紙上に置いた． 数日後 Ａｃｅｔｏｇｅｎｔｉａｎｖｉｏｌｅｔによる押し

潰し法でプレパラートを作成し， 初期雁の染色体を観察した．

　

スケッチは全て描画装置を用いて行い， その倍率は， すべて３０００倍である．

観

　　

察

　

実験にとりかかる前に， 材料の染色体数の検査を行った結果， 札幌にて採集した１１個体すべてが，
１１を基本数とする染色体数４４の４倍体であることを確認した （Ｆｉｇ．１）．

　

１１個体の雌から得られた４８１個の卵を処理し観察した結果，９１個において中期分裂像が得られ

た

そのうち，７９個が４倍体 （Ｆｉｇ，２）， ７個が３倍体 （Ｆｉｇ．３）， ３個が２倍体

る２個が８倍体 （Ｆｉｇ．５） であった．

倍数生の変化

倍数性の変化を次のように計算し， 変化率（Ｃｈａｎｇｅｐｅｒｃｅｎｔａｇｅ）とした（竹内

分会擾等差蟹 酪奏数×・ｏｏー変化率（％）

（Ｆｉｇ．４）， そして残

岡本・菅原，１９８１）

４倍体スグリゾウムシの卵における変化率は，１３．２％であった． 各倍数体の出

なお， 低温処理後の

　

本実験において， ４倍

　

スグリゾウムシの・同にお

　

る変

　

牢は， １３．２ｏで

現頻度は， ３倍体が５８．３％， ２倍体が２５．０％， ８倍体が１６．７％であった．

　

また， 本実験における処理後の卵の死亡率を計算した結果，２６％であった

卵の死亡は， プレパラート観察時に細胞の有無をもって判定した．

（２）
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４倍体単為生殖種であるスグリ ゾウムシ Ｃα”物ｏｐα閑

　

ｒ＝Ｐｓｅ“〆の”の物物閑Ｊ

　

る妖硲じ如彰ｓ

Ｒｏｅｌｏｆｓの産卵直後の卵を３℃ で低温処理す ることによ り， ハイイ ロ ヒョウ タン ゾウムシ Ｃα

如めあれ閑 ｇｍｃＺＺたｏ伽禽Ｒｏｅｌｏｆｓの４倍体単為生殖種族同様， ３倍体（３ｘ＝３３）， ２倍体（２ｘ＝２２），

８倍体 （８ｘ＝８８） の庭の他， 染色体数の変わらない４倍体 （４ｘ＝４４） の雁が生じた． ３倍体，

２倍体， ならびに８倍体の出現については， ハイイロヒョウタンゾウムシの初期雁の低温処理実験

によって， 次のように報告されている （Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉ， １９８０， 竹内・岡木・菅原， １９８１）． その報告

によれば， 低温が初期雁に及ぼす影響は次の３点である． 第一には， 本来の染色体数から１倍数か

ら２倍数の染色体が減ずること， 第二には， 本来の染色体数が倍加すること， 第三には， ２倍体両

性生殖種から３倍体と４倍体のほか半数体が出現し， 一方， ２倍体単為生殖種から４倍体と半数体

のみが出現すること， さらに４倍体から６倍体が出現することが確認されている．

　

第一の効果の機構については， Ｓｕｏｍａｌａｉｎｅｎ（１９４７）， Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉ（１９８０） の仮説によると， 単

為生殖の卵の第一成熟分裂において多極型紡錘体が形成される （Ｓｕｏｍａｌａｉｎｅｎ

　

ｌ９４０，Ｓｅｉｌｅｒ

　

ｌ９４７，

Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉｌ９６９，１９７０，１９７７）． 次に， そのうち１個または２個の染色体板が核外に放出されるた

め， １セット （ｎ＝１１） または２セット （ｎ＝２２） の染色体が減数するというものである．

　

第二の効果の機構については， Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉ（１９８０）によれば， 低温が紡錘体の形成または正常な

活動を阻害するため染色体の倍加がおこると推定している．

　

この第一， 第二の効果がスグリゾウムシにおいても， 低温処理した際， ハイイロヒョウタンゾウ

ムシと同様に起ったと考えられる．

　

３ｏＣで１２時間の低温処理において， 札幌産スグリゾウムシの変化率が，１３．２％であるのに対し

て， 同一条件の札幌産ハイイロヒョウタンゾウムシの変化率が３５．７％（竹内

　

１９８３） であることは

極めて興味深い． つまり， スグリゾウムシの単為生殖種族は， ４倍体のハイイロヒョウタンゾウム

シの単為生殖種族よりもはるかに低温に対して抵抗力を持っており， 後者の約１／３しか染色体の倍

数を変えないことを示している． また， 低温に対する抵抗力という点について， さらに， ハイイロ

ヒョウタンゾウムシの低温処理実験後における卵の死亡率は （３℃ で１２時間の処理条件で）， 約

４１％（１９８３）， スグリゾウムシの処理後の卵における死亡率は同条件で，２６％であることからもよく

わかるように， ハイイロヒョウタンゾウムシよりもスグリゾウムシの方が低温に対する抵抗力が大

きいことが考えられる．
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